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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに対向する上板と下板を有する光源カバー内に、光源を固定したヒートシンクを収容
してなる内視鏡用光源装置であって、
前記光源カバーの上板と下板の内面対向面にそれぞれ、上下の放熱性弾性部材を固定した
こと、
光源を固定した前記ヒートシンクの上面と下面を、前記上下の放熱性弾性部材の対向面に
それぞれ接触させて挟着支持したこと、
前記上下の放熱性弾性部材は、前記光源カバーの上板と前記ヒートシンクの上面及び前記
光源カバーの下板と前記ヒートシンクの下面に挟まれる厚さ方向の側面に、前記上板と下
板に向かうに従って該上板と下板の平面方向の断面積を広げる傾斜面を備えていること、
及び
前記上下の放熱性弾性部材の前記傾斜面は、該上下の放熱性弾性部材を平面視したときに
、該上下の放熱性弾性部材と前記ヒートシンクとの接触対向面の外側に位置していること
、
を特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡用光源装置において、
光源を固定した前記ヒートシンクの上面と下面は、前記上下の放熱性弾性部材の対向面に
それぞれ面接触して挟着支持されている内視鏡用光源装置。
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【請求項３】
請求項１または２記載の内視鏡用光源装置において、
前記上下の放熱性弾性部材の少なくとも一つには、接触する前記ヒートシンクの上面と下
面の少なくとも一つを案内するガイド凹部が形成されている内視鏡用光源装置。
【請求項４】
請求項１ないし３のいずれか１項記載の内視鏡用光源装置において、
前記上下の放熱性弾性部材は、放熱性のシリコーンゴムである内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、光源カバー内に、光源を固定したヒートシンクを収容してなる内視鏡用光源装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
図５及び図６に示すように、光源カバー１３０内には、ランプ１４０のほかに、従来の放
熱構造を構成するヒートシンク１６１、１６２及びヒートシンク支持板１３５、１３６が
配置されている。
【０００３】
ヒートシンク１６１、１６２は、前後方向に直交するように配置される板状の基部１６１
ａ、１６２ａ上に、所定の間隔を置いて前後方向に延びるように配置された放熱板１６１
ｂ、１６２ｂが設けられた構成をなしている。ランプ１４０は、その後端部１４０ａが基
部１６２ａの前面１６２ａに固定され、前端部１４０ｂは、ヒートシンク１６１の略中央
に前後方向に貫設した挿通孔１６１ｃに嵌入されている。よって、ランプ１４０はヒート
シンク１６１及びヒートシンク１６２に接触しており、ヒートシンク１６１及びヒートシ
ンク１６２の放熱作用により、ランプ１４０から発せられる熱は効率よく放出される。
【０００４】
光源カバー１３０においては、上面１３５ａを上板１３１の下面に、下面１３５ｂを下板
１３２の上面に、それぞれ固定した金属製の長板状のヒートシンク支持板１３５と、上面
１３６ａを上板１３１の下面に、下面１３６ｂを下板１３２の上面に、それぞれ固定した
金属製の長板状のヒートシンク支持板１３６と、が前後方向で所定の間隔をおいて互いに
平行に配置されている。ヒートシンク１６１及びヒートシンク１６２は、基部１６１ａ及
び基部１６２ａを貫通した取り付けねじ１６８及び取り付けねじ１６９の先端を、ヒート
シンク支持板１３５、１３６に螺合することにより、それぞれ光源カバー１３０に固定さ
れている（図６の点線）。
【特許文献１】特開平０８－２２２６６７号公報
【特許文献２】特開２０００－３３８９０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
しかしながら、上述の内視鏡用光源装置１２０では、ヒートシンク１６１及びヒートシン
ク１６２は、取り付けねじ１６８及び取り付けねじ１６９でそれぞれ支持されているのみ
であるため、光源カバー１３０に対する位置決め精度が低くなりやすい。このため、ラン
プ１４０を正しい位置に配置することが困難となり、内視鏡操作で光量不足となるおそれ
がある。さらに、光源カバー１３０又は光源装置に対して振動や衝撃が加わると、ヒート
シンク１６１及びヒートシンク１６２の取り付け位置がずれてしまうおそれがあった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記課題を解決するために、本発明の内視鏡用光源装置は、互いに対向する上板と下板を
有する光源カバー内に、光源を固定したヒートシンクを収容してなる内視鏡用光源装置で
あって、前記光源カバーの上板と下板の内面対向面にそれぞれ、上下の放熱性弾性部材を
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固定したこと、光源を固定した前記ヒートシンクの上面と下面を、前記上下の放熱性弾性
部材の対向面にそれぞれ接触させて挟着支持したこと、前記上下の放熱性弾性部材は、前
記光源カバーの上板と前記ヒートシンクの上面及び前記光源カバーの下板と前記ヒートシ
ンクの下面に挟まれる厚さ方向の側面に、前記上板と下板に向かうに従って該上板と下板
の平面方向の断面積を広げる傾斜面を備えていること、及び前記上下の放熱性弾性部材の
前記傾斜面は、該上下の放熱性弾性部材を平面視したときに、該上下の放熱性弾性部材と
前記ヒートシンクとの接触対向面の外側に位置していること、を特徴としている。      
                                                              
【０００７】
　光源を固定した前記ヒートシンクの上面と下面は、前記上下の放熱性弾性部材の対向面
にそれぞれ面接触して挟着支持することが好ましい。
【０００８】
前記上下の放熱性弾性部材の少なくとも一つには、接触する前記ヒートシンクの上面と下
面の少なくとも一つを案内するガイド凹部を備えるとよい。                          
                                        
【０００９】
上記放熱性弾性部材は、放熱性のシリコーンゴムを用いることができる。
【発明の効果】
【００１０】
本発明によると、ヒートシンクを少なくとも二つの放熱性弾性部材によって支持してある
ため、光源装置内におけるヒートシンクの位置決めの精度を高めることができるとともに
、光源ケース又は光源装置に振動や衝撃が加わったとしても、振動を吸収してヒートシン
クの取り付け位置を維持することができる。さらに、弾性部材の放熱性によって、光源か
ら発せられる熱を効率よく放出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下、図１、図２に示す電子内視鏡１０及び電子内視鏡用光源装置２０に対して、本発明
にかかる内視鏡用光源装置の放熱構造を適用した実施形態について説明するが、本発明は
この実施形態に限定されるものではない。
【００１２】
図１に示す電子内視鏡（内視鏡）１０は、操作部１１と挿入部１２とを有し、挿入部１２
の先端部には、操作部１１に設けた湾曲操作装置１３の操作に応じて上下及び左右方向に
湾曲される湾曲部１２ａが設けられている。湾曲部１２ａの先端面には、図示しない観察
窓（対物窓）と照明光学系が設けられている。
【００１３】
操作部１１からはユニバーサルチューブ１４が延びており、このユニバーサルチューブ１
４の先端に設けられたコネクタ部１４ａには、円筒形状をなすライトキャリングバンドル
スリーブ１４ｂと信号接続部１４ｃとが突設されている。さらに、ライトキャリングバン
ドルスリーブ１４ｂ、コネクタ部１４ａ、ユニバーサルチューブ１４、操作部１１及び挿
入部１２の内部には、導光ファイバ束（ＬＣＢ：ライトキャリングバンドル）１５が内挿
されており、その先端に形成された出射端面が、挿入部１１の先端内部において上記照明
光学系（不図示）に接続されている。
【００１４】
図２に示す電子内視鏡用光源装置（内視鏡用光源装置）２０内には、ケーシング（筐体）
２１の前面２１ａ（図２の右側を前方、左側を後方とする）に貫設した光源接続用孔（不
図示）から、ライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂが差し込まれ、前面２１ａに貫設
した信号接続部支持孔（不図示）から信号接続部１４ｃが差し込まれている。また、ケー
シング２１の底板２１ｂの上面には、光源接続用孔の後方に位置する絶縁性の光源カバー
３０が固定されている。
【００１５】
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光源カバー３０内に位置するランプ（光源）４０は、光源カバーの前面に穿設された採光
孔（不図示）、及び、この採光孔の前方でケーシング２１の底板２１ｂの上面に配置され
た集光レンズ群５０を介して、前後方向において、ライトキャリングバンドルスリーブ１
４ｂの出射口と対向している。集光レンズ群５０の光軸は、ランプ４０の光軸、及びライ
トキャリングバンドルスリーブ１４ｂの各中心軸と一致している。
【００１６】
ランプ４０から集光レンズ群５０への光路上には、開放時にはランプ４０からの出射光を
そのまま透過させ、閉塞時にはランプ４０からの出射光を遮る調光絞り５２が設けられて
いる。ランプ４０はケーシング２１の外面に設けられたランプ点灯スイッチ（不図示）の
ＯＮ操作により点灯し、ＯＦＦ操作により消灯するものであり、電子内視鏡１０の挿入部
１１を対象物内部（例えば体腔内又は機械内）へ挿入する場合は常時点灯させることがで
きる。
【００１７】
図２～図４に示すように、光源カバー３０内には、ヒートシンク６１、６２が配置されて
いる。このヒートシンク６１、６２は、前後方向に直交し、かつ、互いに所定の間隔をお
いて配置される板状の基部６１ａ、６２ａ上に、前後方向に延び、かつ、互いに所定の間
隔をおいて配置された放熱板６１ｂ、６２ｂが設けられた構成をなしている。
【００１８】
以上の構成のヒートシンク６１、６２に対して、ランプ４０は、その後端部４０ａが基部
６２ａの前面６２ａ１に固定され、前端部４０ｂは、ヒートシンク６１の略中央に前後方
向に貫設した挿通孔６１ｃに嵌入されている。よって、ランプ４０はヒートシンク６１、
６２に接触しており、ヒートシンク６１、６２の放熱作用により、ランプ４０から発せら
れる熱は効率よく放出される。
【００１９】
図３及び図４に示すように、光源カバー３０においては、上面３５ａを上板３１の下面（
内面）３１ａに、下面３５ｂを下板３２の上面（内面）３２ａに、それぞれ固定した金属
製の長板状のヒートシンク支持板３５、及び、上面３６ａを上板３１の下面３１ａに、下
面３６ｂを下板３２の上面３２ａに、それぞれ固定した金属製の長板状のヒートシンク支
持板３６、が互いに平行に、所定の位置（ヒートシンク６１、６２が配置されるべき位置
に対応した位置）に配置されている。ヒートシンク６１及びヒートシンク６２は、基部６
１ａ及び基部６２ａを貫通した取り付けねじ６８及び６９の先端を、ヒートシンク支持板
３５、３６に螺合することにより、それぞれ固定されている（図６の点線）。
【００２０】
さらに、光源カバー３０の上板３１の下面３１ａには、所定の位置（ヒートシンク６１、
６２が配置されるべき位置に対応した位置）に、放熱性を備えシリコーンゴム（放熱性弾
性部材）７１、７２がそれぞれ接着固定されている。これらシリコーンゴム７１、７２は
、一つの側面を傾斜面７１ａ、７２ａとした長板状をなしている。シリコーンゴム７１、
７２は、傾斜面７１ａ、７２ａに対向する側面７１ｂ、７２ｂをヒートシンク支持板３５
、３６の側面３５ｃ、３６ｃ（図４）に突き当てた状態で、上面７１ｃ、７２ｃを上板３
１の下面３１ａに接着固定される。
【００２１】
光源カバー３０の下板３２の上面３２ａには、シリコーンゴム７１、７２に対応する位置
に、シリコーンゴム７１、７２と同じ材質の放熱性のシリコーンゴム（放熱性弾性部材）
８１、８２がそれぞれ接着固定されている。シリコーンゴム７１、７２、８１、８２は、
放熱性を備えた弾性部材であればシリコーンゴム以外の材料を用いることもできる。シリ
コーンゴム７１、７２、８１、８２を上板３１、下板３２に固定するための接着材も放熱
性を備えることが好ましい。また、シリコーンゴム７１とシリコーンゴム７２を一枚の板
状部材で構成してもよい。
【００２２】
シリコーンゴム８１は、互いに対向する側面が傾斜面８１ａ、８１ｂとされた長板状をな
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し、その上面には、ヒートシンク６１の底面（外面）６１ｄを嵌入可能なガイド凹部８１
ｃが凹設されている（図３）。シリコーンゴム８２も、シリコーンゴム８１と同様に、互
いに対向する側面が傾斜面８２ａ、８２ｂとされた長板状をなし、その上面に、ヒートシ
ンク６２の底面（外面）６２ｄを嵌入可能なガイド凹部８２ｃが凹設されている。なお、
ヒートシンク６１、６２を案内可能にガイド凹部８１ｃ、８２ｃを形成してあれば、
シリコーンゴム８１とシリコーンゴム８２を一枚の板状部材で構成してもよい。また、ガ
イド凹部は、シリコーンゴム７１、７２側のみに、又は、シリコーンゴム７１、７２、８
１、８２のすべてに、形成することもできる。
【００２３】
本実施形態の放熱構造は、上述のヒートシンク６１、６２、及び、シリコーンゴム７１、
７２、８１、８２を備える。
【００２４】
本実施形態の光源カバー３０では、まず、光源カバー３０の上板３１の下面３１ａの所定
位置にシリコーンゴム７１、７２をそれぞれ接着固定するとともに、下板３２の上面３２
ａに、ガイド凹部８１ｃ、８２ｃがシリコーンゴム７１、７２の下面に対向するように、
シリコーンゴム８１、８２をそれぞれ接着固定する。つづいて、ヒートシンク６１、６２
を、上面（外面）６１ｅ、６２ｅをシリコーンゴム７１、７２の下面７１ｅ、７２ｅと摺
動させ、底板６１ｄ、６２ｄをガイド凹部８１ｃ、８２ｃで摺動案内しつつ、ヒートシン
ク支持板３５、３６へ向かう方向（図４の左から右への方向）へそれぞれ挿入する。ヒー
トシンク６１、６２の基部６１ａ、６２ａがヒートシンク支持板３５、３６にそれぞれ突
き当たったところで、取り付けねじ６８、６９を基部６１ａ、６２ａ内にそれぞれ挿入し
、先端をヒートシンク支持板３５、３６にそれぞれ螺合することにより、ヒートシンク６
１、６２を光源カバー３０内に固定する。
【００２５】
以上のように、ヒートシンク６１をシリコーンゴム７１及びシリコーンゴム８１で、ヒー
トシンク６２でシリコーンゴム７２及びシリコーンゴム８２で、それぞれ挟持する構成と
してあるため、光源カバー３０内におけるヒートシンク６１、６２ひいてはランプ４０の
位置決めの精度を高めることができる。さらに、シリコーンゴム７１、７２、８１、８２
に弾性を備えた部材を用いたことにより、光源カバー３０又は電子内視鏡用光源装置２０
に振動や衝撃が加わったとしても、振動を吸収することができるため、ヒートシンク６１
、６２の取り付け位置を維持することができる。さらに、シリコーンゴム７１、７２、８
１、８２が放熱性材料からなるため、ヒートシンク６１、６２の放熱効果に加えて、ラン
プ４０から発せられる熱をより効率的に放出して、光源カバー３０内及び電子内視鏡用光
源装置２０内の温度上昇を軽減することができる。
【００２６】
本発明について上記実施形態を参照しつつ説明したが、本発明は上記実施形態に限定され
るものではなく、改良の目的または本発明の思想の範囲内において改良または変更が可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施形態に係る電子内視鏡の構成を示す外観図である。
【図２】本発明の実施形態に係る電子内視鏡のライトキャリングバンドルスリーブが装着
された電子内視鏡用光源装置内の構成を示す一部破断側面図である。
【図３】図２に示す光源カバー内の構成を拡大して示す側面図である。
【図４】図３に示す光源カバー内の構成を前方から見た破断正面図である。
【図５】従来の電子内視鏡用光源装置の光源カバー内の構成を拡大して示す側面図である
。
【図６】図５に示す光源カバー内の構成を前方から見た破断正面図である。
【符号の説明】
【００２８】
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１０　　電子内視鏡（内視鏡）
３０　　光源カバー
３１ａ　下面（内面）
３２ａ　上面（内面）
４０　　ランプ（光源）
６１　　ヒートシンク
６１ｄ　底面（外面）
６１ｅ　上面（外面）
６２　　ヒートシンク
６２ｄ　底面（外面）
６２ｅ　上面（外面）
７１　　シリコーンゴム（放熱性弾性部材）
７２　　シリコーンゴム（放熱性弾性部材）
８１　　シリコーンゴム（放熱性弾性部材）
８２　　シリコーンゴム（放熱性弾性部材）
８１ｃ　ガイド凹部
８２ｃ　ガイド凹部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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